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研 究 方 法
　当科では，1996 年以降両側唇顎口蓋裂において，
中央唇組織の温存と外側唇組織を用いて上口唇組織
の増加をはかるため，二回法による口唇形成を行っ
ている．二回法は，われわれが独自に行っている方
法で，一期手術で片側口唇の完全閉鎖と他側の不完
全閉鎖を行い，二期手術で不完全閉鎖側の完全閉鎖
を行うことで口唇閉鎖を完成させる方法である．
　この方法による歯槽形態変化について検討したの
で報告する．
　1．当科で行っている手術法
　1）一期手術：生後 3 か月時
　一期手術で片側口唇の完全閉鎖と，他側の不完全
閉鎖を行う．
　この際，外側唇組織を中央唇に挿入し補充するこ
とで，中央唇の不足した組織を補っている（Fig. 
1a，b）．
　また，中間顎の挺出を防ぐために両側鼻腔底閉鎖
を行う．
　2）二期手術：一期手術より約 6 か月後
　二期手術で不完全閉鎖側の完全閉鎖を行う．不完
全閉鎖側においても一期手術と同様，外側唇組織を
中央唇に挿入し補充することにより，中央唇の不足
した組織を補い，左右対称的な口唇形成を完成させ
る．
　二期手術の際に vomer ﬂap により硬口蓋閉鎖を
行う（Fig. 1c，d）．
　2．対象症例
　1996 年 3 月～ 2010 年 1 月までに当科にて治療を
行った両側唇顎口蓋裂患者の中で印象採得を行い得
た 31 症例について，歯槽形態変化の検討を行った．
　3．検討方法
　一期，二期，口蓋形成術時の 3 回，印象採得を行
い，作成した模型を Z 軸つき歯型計測装置（デジ
タルプロセス社製）をもちいて歯槽形態変化を観察
した．資料とした石膏模型の基底面を可及的に咬合
平面と平行に調整し，歯型計測装置にて三次元座標
データの集合体を作成した．
　歯型模型表示システムソフト Hyoji3D（デジタル
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検討した．一期手術で片側の完全閉鎖，および他側の不完全閉鎖を行うことによって，突出し
た中間顎，左右に偏位した中間顎が整復され，顎裂部の狭小化と良好な上顎歯槽形態に近づけ
ることができた．一期手術時に両側の鼻腔底閉鎖を行うことにより，著しい中間顎の挺出は認
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プロセス社製）をもちいて計測項目における距離を
算出した．
　計測基準点（Fig. 2）
　1．正面像における計測基準点
　　 T，T’：左右上顎結節点
　　 M，M’：左右後方披裂縁点
　左右上顎結節点を結んだ線と披裂縁の交点．
　　 C，C’：左右歯槽最先端点
　　 E，E’：中間顎の左右最大膨隆点
　2．側面像
　　 P：中間顎の頂点
　　 D：外側セグメントの頂点
Fig. 1　Our methods of bilateral cleft lip repair. 
 Annals of Plastic Surgery（2001. vol 46）
A：The design of bilateral cleft lip op.
B：The end of the ﬁrst op.
　   Once the suturing is complete,the bilateral complete cleft lip has been “transformed” into a 
unilateral incomplete cleft lip.
C：The design of bilateral cleft lip secondary op.
　    The secondary lip repair procedures are performed 6 months after the primary produce.
D：The end of the secondary op. : complete lip repair
Fig. 2　Datum point
T：右側上顎結節点，T’：左側上顎結節点，M：右側後方
披裂縁点（左右上顎結節点を結んだ線と右側披裂縁との
交点），M’： 左側後方披裂縁点（左右上顎結節点を結ん
だ線と左側披裂縁との交点），C：右側歯槽最先端部，C’：
左側歯槽最先端部，E：中間顎の右最大膨隆点，E’：中間
顎の左最大膨隆点
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　計測項目（Fig. 3）
　1．正面像における計測項目
　　 T-T’：上顎結節点間距離
　　 M-M’：後方披裂縁点間距離
　　 C-C’：前方外側セグメント間距離
　　 E-E’：中間顎歯槽幅
　   CC’-E および CC’-E’：セグメントと中間顎間
距離
　　 C-E および C’-E’：左右顎裂間距離
　2．側面像における計測項目
　   P-D：左右外側セグメントの頂点と中間顎の頂
点との高さの差とし，中間顎が外側セグメントよ
り挺出している場合は＋，圧下している場合は－
とした．
結 果
　この手術法による症例の模型を Z 軸つき歯型計
測装置に取り込んだ歯槽形態変化の様子を Fig. 4 に
示す（Fig. 4）．
　口蓋形成直前における歯槽形態は一期手術前の歯
槽形態と比較して，中間顎の偏位が少なく，良好な
歯槽形態に近づいている．側面像においても中間顎
の著しい挺出を認めなかった．
　歯型模型表示システムソフトを用いて計測した結
果を表に示す（Table 1）．
　この結果をもとに歯槽形態の変化について検討し
Fig. 3　Item of mesurment
上顎結節間距離：（T-T’），後方披裂縁間距離： （M-M’），前方外側セグメント間距離：（C-C’），中間顎歯槽幅：
（E-E’），セグメントと中間顎間距離：（CC’-E および CC’-E’），顎裂間距離：（C-E および C’-E’），P：中間顎の
頂点，D：外側セグメントの頂点
Fig. 4　Change of alveolar arch
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た（Table 2）．
　1．上顎結節間距離（T-T’）
　一期手術前から二期手術前，および二期手術前か
ら口蓋形成術前までの変化は増加している症例 11
例と減少している症例 12 例で一定の傾向はみられ
なかった．一期手術前から口蓋形成術前までの変化
を比較すると距離が増加している症例が 20 例，減
少している症例は 11 例で増加傾向を示すものが多
かったが，著しい変化は認められなかった（Fig. 
5a）．
　2．後方披裂縁間距離（M-M’）
　一期手術前から二期手術前までの変化は，増加し
ている症例が 5 例，減少している症例が 17 例，変
化を認めなかった症例が 1 例であり，減少するもの
が多かった．二期手術前から口蓋形成術前までの変
化は増加している症例が 10 例，減少している症例
が 13 例であった．一期手術前から口蓋形成術前ま
での変化は増加している症例が 8 例，減少している
症例が 23 例で，減少傾向がみられたものの著しい
変化は認めなかった（Fig. 5b）．
　3．前方外側セグメント間距離（C-C’）
　一期手術前から二期手術前までの変化は，増加し
ている症例が16例，減少している症例が7例であっ
た．二期手術前から口蓋形成術前までの変化は増加
している症例が 10 例，減少している症例が 13 例で
あった．一期手術前から口蓋形成術前までの変化は
増加している症例が 9 例，減少している症例が 22
例で，減少傾向を示すものが多かった（Fig. 5c）．
　4．中間顎歯槽幅（E-E’）
　一期手術前から二期手術前までの変化は，増加し
ている症例が22例，減少している症例が1例であっ
た．二期手術前から口蓋形成術前までの変化は増加
している症例が 18 例，減少している症例が 5 例で
あった．一期手術前から口蓋形成術前までの変化は
増加している症例が 29 例，減少している症例が 2
例で，増加傾向であった（Fig. 5d）．前方外側セグ
メント間距離（C-C’）が減少し，中間顎歯槽幅が
増加したことにより，中間顎が歯列弓におさまらな
かった症例が 2 例認められた．
　5．右側セグメントと中間顎間距離  （CC’-E） 
　一期手術前から二期手術前までの変化は，全症例
で減少していた．二期手術前から口蓋形成術前まで
の変化は増加している症例が 10 例，減少している
症例が 13 例であった．一期手術前から口蓋形成術
前までの変化は増加している症例が 2 例，減少して
いる症例が 29 例で，減少傾向であった（Fig. 5e）．
　6．左側セグメントと中間顎間距離（CC’-E’） 
　一期手術前から二期手術前までの変化は，増加し
ている症例が4例，減少している症例が19例であっ
た．二期手術前から口蓋形成術前までの変化は増加
している症例が 6 例，減少している症例が 17 例で
あった．一期手術前から口蓋形成術前までの変化は
増加している症例が 4 例，減少している症例が 27
例で，減少傾向であった（Fig. 5f）．ほとんどの症
例で減少しており，中間顎が正常な歯列形態に近づ
いていることがわかる．
　7．右側顎裂間距離（C-E）
　一期手術前から二期手術前までの変化は，全症例
で減少していた．二期手術前から口蓋形成術前まで
の変化は増加している症例が 9 例，減少している症
例が 14 例であった．一期手術前から口蓋形成術前
までの変化は増加している症例が 2 例，減少してい
Table 2　change of progress
T-T’ M-M’ C-C’ E-E’ CC’-E CC’-E’ C-E C’-E’ P-D
一期手術前→二期手術前 増加 11 5 16 22 0 4 0 2 挺出 16
23 症例 減少 12 17 7 1 23 19 23 21 圧下 6
変化なし 0 1 0 0 0 0 0 0 変化なし 1
二期手術前→口蓋形成術前 増加 11 10 10 18 10 6 9 2 挺出 13
23 症例 減少 12 13 13  5 13 17 14 21 圧下 9
変化なし 0 0 0 0 0 0 0 0 変化なし 1
一期手術前→口蓋形成術前 増加 20 8 9 29 2 4 2 2 挺出 15
31 症例 減少 11 23 22  2 29 27 29 29 圧下 12
変化なし 0 0 0 0 0 0 0 0 変化なし  4
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Fig. 5　The result of measurement
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る症例が 29 例で，減少傾向であった（Fig. 5g）．
ほとんどの症例で正常な歯槽形態に整復されている
ことが示された．
　8．左側顎裂間距離（C’-E’）
　一期手術前から二期手術前までの変化は，増加し
ている症例が2例，減少している症例が21例であっ
た．二期手術前から口蓋形成術前までの変化は増加
している症例が 2 例，減少している症例が 21 例で
あった．一期手術前から口蓋形成術前までの変化は
増加している症例が 2 例，減少している症例が 21
例で，減少傾向であった（Fig. 5h）．ほとんどの症
例で正常な歯列形態に整復されていることが示され
た．
　9．中間顎の高さ（P-D）
　一期手術前から二期手術前までの変化は，挺出方
向へ変化している症例が 16 例，圧下方向へ変化し
ている症例が 6 例で，1 例では変化を認めなかった．
二期手術前から口蓋形成術前までの変化は挺出方向
へ変化している症例が 13 例，圧下方向へ変化して
いる症例が 9 例で，1 例では変化を認めなかった．
一期手術前から口蓋形成術前までの変化は挺出方向
へ変化している症例が 15 例，圧下方向へ変化して
いる症例が 12 例で，4 例では変化を認めなかった．
もともと中間顎が突出している症例があるものの，
口唇形成により中間顎が著しく突出した症例は認め
なかった（Fig. 5i）．
考 察
　1． 当科で行っている手術法による歯槽形態変化
について
　上顎結節間距離（T-T’）は一期手術前から口蓋
形成術前までに著しい変化は認めなかった．上顎の
成長も計測値に影響を与えると考えられるが，全症
例において増加傾向とならなかった理由として手術
による影響が考えられる．
　一期手術後から口蓋形成術前までに後方披裂縁点
間距離（M-M’）は減少傾向を示す症例が多かった
が，口蓋形成時に顎発育を抑制しない Furlow 法に
よる口蓋形成が選択できるよう，二期手術でvomer 
ﬂap による硬口蓋閉鎖を行い，披裂縁間距離を減少
させることを期待したが，Furlow 法を選択できる
までの狭小化には至らなかった．またこの距離は，
一期手術前から二期手術前に減少傾向を示すものが
多かったが，二期手術前から口蓋形成前までの変化
では一定の傾向はみられなかった．このことから，
二期手術時に vomer ﬂap による硬口蓋閉鎖を行う
ことによって披裂縁点間距離を狭小化させることは
できなかったことがうかがえる．しかし，哺乳およ
び嚥下時に舌が裂部に入り込むことによる披裂縁の
増加は避けられているものと考えられる．
　左右歯槽最先端点間距離（C-C’）において，一
期手術から二期手術までに増加傾向が多く見られた
理由として一期手術で口唇のみの閉鎖を行っている
ことと，硬口蓋閉鎖を行っていないため，哺乳時お
よび嚥下時に口腔内を陰圧にするため舌が裂部に入
り込むという嚥下動態も要因として考えられる1）．
　中間顎歯槽幅（E-E’）においては，著しい変化
は認めなかったがほとんどの症例で増加しており，
中間顎の成長によるものと考えられる．
　2． 中間顎と左右外側セグメントの位置関係につ
いて
　セグメントと中間顎間距離（CC’-E，CC’-E’），
および顎裂間距離（C-E，C’-E’）の一期手術前か
ら二期手術前までの変化は右側で全症例において減
少傾向を示していた．一期手術で右側のみの完全閉
鎖を行っているため中間顎が右に偏位しているにも
かかわらず，左側においても減少傾向を示してい
る．これは一期手術時に左側の不完全閉鎖を行うこ
とと左右の鼻腔底を閉鎖していることにより，中間
顎の右側への偏位が抑制することができていると考
えられる．二期手術前から口蓋形成前の変化は二期
手術で左側の完全閉鎖を行っているため左側で明ら
かに減少傾向を示している．これは二期手術で他側
の完全閉鎖を行うことにより中間顎の偏位が整復さ
れたと考えられる．しかし，右側においては一定の
傾向はみられず，左側を完全閉鎖したことによって
著しく左側に偏位することはなかった．これは二期
手術で vomer ﬂap によって硬口蓋から顎裂部に至
るまで閉鎖を行っているために中間顎の位置を安定
させることができていると考えられる．
　3． 外側セグメントの頂点と中間顎の頂点との高
さの差（P-D）について
　中間顎の高さは症例の中には術前から著しく突出
している症例がみられたが，口唇形成手術によって
術後中間顎が著しく突出した症例は認めなかった．
この理由として一期手術で両側の鼻腔底閉鎖を行っ
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ていること，二期手術で vomer ﬂap による硬口蓋
閉鎖を行う際に顎裂部にまで及んで閉鎖しているこ
とにより中間顎に対して突出を抑制するとともに位
置を安定化させることができた．
　以上のことより当科で行っている手術法よって著
しい突出，および左右に偏位した中間顎を外科的矯
正することができ，顎裂部の狭小化と良好な上顎の
歯槽形態に近づけることができた．しかし，披裂縁
の狭小化は Furlow 法を選択するには不十分なもの
が多かった．
　術前の変形を修正し手術侵襲を軽減させる目的で
術前顎矯正は重要であり，多くの施設で行われるよ
うになっている2）．しかし矯正装置装着後定期的な
通院を要し，患児を取り巻く環境によって治療が困
難な場合もある．われわれは中央唇組織の温存と上
口唇組織の増加をはかるとともに，良好な顎発育が
期待できる Furlow 法3，4）を行うことを目指し，手
術法を工夫してきた．今回の症例では裂幅を減少さ
せることできたものの，軟口蓋の横方向への伸展性
が悪く縫合が困難であると推測された症例が多かっ
たため，Furlow 法を行うには至らなかった．また
模型の観察および模型計測を行ったことにより，手
術による歯槽形態変化を客観的にとらえることがで
きた．今回，渉猟し得た範囲では，模型の重ね合わ
せなどによる歯槽形態変化についての検討を行って
いる文献はあるものの，計測による検討を行ってい
るものは見当たらなかった．今回用いた歯型計測表
示システムソフト Hyoji3D（デジタルプロセス社製）
においても，重ね合わせによる検討が可能であった
が，基準点の設定が困難なため，計測を行い数値化
することによって，歯槽形態変化を客観的に評価す
ることができた．
　今後，同症例における顎発育および咬合状態の観
察および評価を行っていくとともに，今回の結果を
ふまえて口蓋形成術で Furlow 法の選択を可能にす
る手術法の検討が必要と思われる．
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MORPHOLOGICAL CHANGE OF A PALATAL MODEL WITH PRIMARY  
REPAIR OF THE BILATERAL CLEFT LIP AND PALATE
Ayako AKIZUKI and Noriyoshi SUMIYA
Department of PRS Fujigaoka Hospital Showa University School of Medicine
Yasuhiro HOTTA and Takashi MIYAZAKI
Department of Oral Biomaterials and Technology,  
Showa University School of Dentistry
　Abstract 　　 The prolabium of the bilateral cleft lip and palate is deformed and has insuﬃcient tis-
sues.  It is necessary to use the lateral labia to reposition the alveolar form.  For this purpose, we per-
formed a two-stage procedure.  First, one side is closed completely using the maximum amount of tissue 
available.  Concomitantly, incomplete closure is performed on the other side.  The result at the end of the 
ﬁrst stage of the procedure approximates unilateral incomplete closure.  Secondary lip repair procedures 
are performed six months later.  Complete closure is performed on the incomplete closure side.  At the 
same time, the hard palate is closed with the vomer ﬂap.  Using this palatal model, the morphological 
change as a result of the primary repair of the bilateral cleft lip and palate approximates normal morphol-
ogy of the palate.
Key words :  bilateral cleft lip and palate, two-stage procedure, morphological change of palatal model, 
mesure of palatal model
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